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❁
新
刊
か
ら
お
す
す
め
の
本
を
ご
紹
介
❁ 

                     
『
ア
シ
ガ
ー
ル
』 

森
本
梢
子
・作 

 
 

速
川
唯
は
、遅
刻
・忘
れ
物
・居
眠
り
の
常
習
犯
で

恋
愛
に
も
オ
シ
ャ
レ
に
も
関
心
が
な
い
ぐ
う
た
ら
女
子

高
生
。何
の
目
標
も
な
く
な
ん
と
な
く
過
ご
し
て
い
た

あ
る
日
、弟
の
尊
が
つ
く
っ
た
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
う
っ

か
り
戦
国
の
世
へ
。そ
し
て
人
類
史
上
初
の
足
軽
女
子

高
生
が
誕
生
し
た
！
。熊
本
市
出
身
の
漫
画
家
・森
本

梢
子
さ
ん
の
作
品
で
す
。続
刊
中
。 

『
な
ぜ
僕
ら
は
働
く
の
か
』 

池
上
彰
・監
修 

 
 

第
１
章 

仕
事
っ
て
な
ん
だ
？ 

第
２
章
ど
う
や
っ
て

働
く
？
ど
う
や
っ
て
生
き
る
？ 

第
３
章
好
き
を
仕
事

に
？
仕
事
を
好
き
に
？ 

第
４
章 

幸
せ
に
働
く
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
？ 

第
５
章 

大
人
も
知
ら
な
い
未
来
の

“働
く
” 

第
６
章
い
ま
あ
な
た
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と 

イ
ラ
ス
ト
も
多
い
の
で
読
み
や
す
く
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
為
に
な
る
１
冊
で
す
。 

 

『
リ
ボ
ル
バ
ー 

』 

原
田
マ
ハ
・著 

 
 

誰
が
引
き
金
を
引
い
た
の
か
？
「
フ
ァ
ン
・ゴ
ッ
ホ
は
、

ほ
ん
と
う
に
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
し
た
の
か
？
」
「
殺
さ
れ

た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
・・あ
の
リ
ボ
ル
バ
ー
で
打
ち
抜
か

れ
て
」 

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
経
歴
を
も
ち
、『
楽
園
の
カ
ン

ヴ
ァ
ス
』
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ー
ト
小
説
を
世
に
送
り

出
し
て
き
た
原
田
マ
ハ
さ
ん
の
最
新
作
。 

『
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
』  

 

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ビ
ラ 

著 

 
 
 
 
 
 

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ト
リ
ア
ス
・
デ
・
ベ
ス
著 

「
運
と
幸
運
は
全
く
別
の
も
の
な
ん
だ
」
幸
運
を
手
に

す
る
７
日
間
の
物
語
。
自
己
啓
発
本
と
も
言
え
る
本

著
。
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
表
紙
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
朝
読
書
に
も
お
す
す
め
で
す
。

 

 

 

本
の
リ
ク
エ
ス
ト
受
付
中
！ 

 

図
書
室
カ
ウ
ン
タ
ー
や
返
却
ボ
ッ
ク
ス
横
に
置
い
て
あ
る
リ

ク
エ
ス
ト
用
紙
に
記
入
し
、
専
用
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
本

の
種
類
は
、
小
説
、
マ
ン
ガ
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
、
実
用
書
何
で

も
OK
で
す
。 

 
 

※
リ
ク
エ
ス
ト
の
す
べ
て
を
購
入
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

図
書
だ
よ
り 

 

今
年
の
中
秋
の
名
月
は
９
月
２１
日
で

す
。晴
れ
て
い
れ
ば
、
き
れ
い
な
満
月
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 

図書委員

会 に よ

る・・ 

Q①甲佐高校での生活はいかがですか？ 

Q②趣味は何ですか？  

Q③好きな本、心に残っている本、また甲佐高生に 

おすすめの本は？            

Q④先生にコレが聞きたい！（図書委員からの質問） 

堀川 丞美 校長先生 

①大変快適です。生徒の皆さんが素直で、できることに一生懸命取り組んでいる姿を見て、嬉しく思っ
ています。掃除なども少人数でもしっかり取り組んでくれ、校舎内外がとても綺麗です。明るい気持ち
になります。コロナ禍で生活に制限があり大変ですが、生徒の皆さんの頑張る姿に励まされます。夢実
現に向けて、一緒に頑張っていきましょう。 

②新発売のお菓子やケーキを食べることです。その美味しさを家族や周りの方と話すのも好きです。 

③吉本ばななさんの「ＴＵＧＵＭＩ つぐみ」という小説です。私と同じ名前だったのがきっかけで、気に
なった小説です。この小説は雑誌「マリ・クレール」1988年４月号～1989年３月号に連載され、その
後単行本として発売されました。私は、月刊誌に掲載されている時と、単行本になって
から両方を読みました。読んだ感想や受け止め方は、いつ読んだのか（環境や年齢、心
理状態）でその都度異なると改めて実感したものです。 

④ Q.今と別の未来があるとしたら、何の仕事に就いていたと思いますか？ 
 企業の秘書などスケジュール等のマネジメントなどの経験をして 
みたかったですね。 

図書室にあります 


